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“ヤｰレソソｰラソソｰラソソｰラソ

ソｰレソソｰ連ソｰ連はいはい

招待きたけどお前があ行けよお一

頼り肢いけどヒマァｰそうだあネ!"

と軽快たソｰラソ節に乗せられて,ソ連のハバロフスク

に行くことにたった｡｢北西太平洋のテクトニクスと鉱

物･燃料資源に関するシンポジウム｣に参加するためで

ある｡

ハバ回フスクは,日本海を隔てた蓬か彼方｡私にはお

よそ縁がたい,そう思っていた｡しかし,最近にたって

少し事情が変ってきた｡私が日頃調べている日本の中央

部,美濃帯の地層の延長がどうもハバ回フスクの近くに

ありそうだということが分ってきたからだ｡今からおよ

そ1,500万年もの音に日本海がズズズｰツと開くまでは,

日本はユｰラツア大陸と地続きであったと考えられてい

る｡もちろんその頃は地層や岩石も連続していた筈だ｡

その証拠を最近名古屋大学の小嶋智氏がハバロフスクと

国境を挟んだ中国側で発見した｡そこには日本の中部地

方(美濃帯)と岩相･地質時代がそっくりた地層が分布

している｡ハバロフスクにもきっとある｡日本で,美濃

帯で私が見慣れたあのチャｰトが,珪質頁岩が……｡

そう思うとハバ目フスクが急に身近に感じられてき

た｡よし行こう!そう決めて早速出発の準備に取掛か

った｡ハンマｰ･クリノメｰタｰ･フィｰノレトノｰトに

カメラやフィルム,忘れちゃいけないビニｰル袋｡すっ

かり用意が整った……と思ったら,講演の用意がたあ一

んにも出来ていたい｡あわててスライドを作った｡

さて出発が決まったけれど,ソ連とりわけハバロフス

クってどんた所なんだろう｡ロシア語を流暢に話すロシ

ア人が沢山住んでいて,親玉がゴルバチョフとかいうお

じさんらしいということぐらいLか私は知らない｡そこ

で物知りな友達にちょっと聞いてみた｡rソ連ってどん

たとこP｣｢あそこはたあ,その昔おそロツアといって

とってもこわあ一い国だったんだぜ｡いまでこそ世界一
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の大国だが以前は沢山の小副こ分れていてそれぞれを子

ロシアと呼んでいたそうだ｡今でも殺し屋(コロシァ)

が沢山いて,ゴルゴ13もロシアで生まれたらしい畦｡た

んでもゴルゴバチョフ家第13代の当主だそうだ｡｣……

聞くんじゃなかった｡

今度はハバロフスクに滞在の長かった叔母さんに尋ね

てみた｡｢ハバ回フスクってどんた所?｣rそうねえ｡食

べ物はまずいし,大した物は売ってないし,景色も平凡

で見る物もないし,水はまずいし,たにより美人がいた

いわねえ･･･…｣やっやめた｡とくに最後のがいけたい｡

つくぼと同じじゃないか｡もうすっかり行く気がたくな

ったので部長に相談してみた｡｢あの一,美人がいたい

というので行くのをやめようかと思うんですが一･･｣す

ると,部長はすかさず美濃帯の地質図と鏡を出してき

た｡｢きみ!美濃帯そっくりの地層が見たくないのか

ね?それにホラ,きみの顔に釣りあう女は山ほどいる

と思うがなあ｣･･…･説得は成功した｡

旅立ち

ハバロフスクヘの飛行機は新潟から出る｡この事実を

知らない人は多いようだ｡もちろん私も知らたかった｡

上越新幹線で新潟駅に降り立つと,まず食堂に行くこと

にした｡私はソ連の食事について一人で不安た思いをす

るのはもったいたいと思い,同行した地質調査所の4人

(盛谷智之･神谷雅晴･岡村行信･角井朝昭の各氏)に｢ソ連

の食事はマスｰイ笹!｣と吹き込み,全員をしっかり落

ち込ませることに成功した｡そして駅前の食堂で日本の

食事に最後のお別れをすることにした｡r刺身さん,さ

ようたら,サンマさん,しのぶちゃんとたかよくLて

ネ｡みそしるくん,泣くんじゃ次い!｣

新潟空港にはもうアメリカや韓国からの参加者も到着

していた｡整然と列をたす彼等を尻目に私は走った｡

｢すみませ一ん｡その笹だんごください｡それから胡麻

せんべいに,某事件で売上げの落ちたグリコのアｰモン

ドチョコにビスコね!｣これだけ買えば2日は生きら

れる｡準備万端整って,国際線のりぼへと向かった｡

アエロフ同一トはソ連の飛行機｡｢大丈夫がたあ｡｣と

不安げに乗り込む｡飛び立ってしばらくして,機内のあ

ちらこちらから白いもやが立ちこめているのに気付い

た｡｢空気が洩れてるんじゃたいか?｣｢ガムテｰプを持

ってくれぼよかった｡｣と不安げた会話が続く｡それで

も約2時問後,飛行機はハバロフスク上空に差し掛かっ

た｡眼下には,幅広い川が見える｡アムｰル川だ｡菱形

の巨大た中洲が川の流れを示している｡しばらくして私

たちはハバロフスク空港に到着した｡

ここパパ回フスク空港はさいはての停車場みたいな空

港で,小さい｡私たちは狭い待合室で荷物の到着を待つ

が,これがたかたかやって来たい｡すっかり夜も更けた

頃,やっと税関を通ることにたった｡rあっ,きみ!｣

私の顔を見るたり税関吏は尋ねた｡｢ビデオや雑誌は持

ってないかねP｣見上げた目はイヤラシサに満ちあふれ

ている｡どうもadu1tビデオやエロ本のことを言ってい

るらしい｡頭にきた私は｢No!｣と大声を張り上げて

すり抜けた｡そして｢ひどいよなあ｡そんたこと聞くた

んて｡｣とぶぜんとしていると,みんた不思議そうな顔

をしている｡｢えっPおれたち誰も聞かれてたいよ｡顔

を見て聞くことにしたんじゃたいのP｣……品性が胸こ

出る｡う一む,そうかもしれたい｡

第一夜

ホテルは,アムｰル川にほど近い“イソツｰリストホ

テル"である｡このホテルに夜遅く着いた｡空港でかた

りの時間待たされたからである｡部屋に荷物を置いて,

すぐ食堂に向かった｡いよいよソ連のお食事との御対面

だ｡ちょうど日本人の団体さんが,食事を終えて席がバ

ラバラと開きはじめている｡｢よかった｡さあ席に着こ

う｡｣と入口から一歩踏出すと,ロシア人のオバタリア

ンに呼び止められた｡ロシア語はさっぱりわからたい

が,どうも待てということらしい｡どこの園でもオバタ

リアンに逆らっては生きてはいげたい｡じっと待つこと

にした｡

私たちが機内食を食べてからかれこれ8時間は経って

いる｡どんな食事が出てきてもきっとおいしいにちがい

たい｡“まずい"ロシア料理にたれるための儀式だと思

って私たちは我慢した｡それにしてもたかなか呼ばれた

い｡通りかかるウエｰトレスはかなり太っていてWait-

ressというよりweightデスという感じだが,彼女ら

にいくら声をかけても黙ってすり抜けてゆく｡どうも,

席に案内する人やそれぞれのテｰブルに料理を持ってく

る人がしっかり決っているらしい｡決った仕事以外はま

ったくしたいので,私たちはやたらと声をかけるのを諦

めて,席に案内してくれる係のおぱさんの指示をじっと

待った｡

どれくらい時間がだっただろう｡空腹の私たちにはほ

とんど永遠と思えるほどの時間が経った頃,ようやくレ

ストランの奥の席に案内された｡しかL安心してはいけ

ない｡単に座っただけだのだ｡テｰブルの周りでは,せ

っせとテｰブルクロスが片付けられている｡ひとっおい

た向こうのテｰブルでは数人のウエｰトレスが集まって

今日の売上げても計算しているようだ｡調理場では皿を
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洗う音が響いている｡もうほとんど閉店の状態のたか

だ｡｢本当に料理が来るんだろうか?｣一人が不吉なこ

とをいう｡果たしてこの心配は的中してしまうのか｡一

同不安そうにテｰブルの係のおぼさんを目で追った｡

来た!しぼらくしてついに一皿の料理が五人の座る

テｰブルに置かれた｡とても大きいとはいえないその皿

には,トマトが数切れ載っている｡｢はは一ん,前菜た

た｡｣こんたものでお腹を膨らしてはメインディッシュ

が食べられない｡そう思ってみんな遠慮がちに食べてい

る｡この皿が下げられた後,ウェｰトレスが湯気の立ち

上るお盆を持ってきた｡ハバロフスクの夜はもうすっか

り涼しくたっている｡暖かい食べ物はたによりの御馳走

だ｡｢待ってまLた!｣そう声を掛けたいような一瞬だ｡

しかし,テｰブルに置かれたのは,5個のティｰカップ

たけだ｡ウエｰトレスの目には,すべての料理を出し尽

くしてもう帰れるわという安堵の色が見える｡｢うっそ

う!トットマトだけでおしまいかよう｡ソ連にはもう

食べ物がないのか｡｣私たちは,空腹と絶望のあまり,

席を立つことができたいでいた｡震える手でお茶を飲み

干し,あたりを恨めしそうに見渡した｡シンポジウムの

係員が血相を変えてやってきてレストランのオバタリア

ンに掛合ってくれた｡そしてやっと調理場で何かを作り

始めた｡しばらくして出てきたポテトと肉で,私たちが

やっとお腹の虫を納得させることができた頃はもう夜半

近くにたっていた｡その夜の夢はもちろん滞在中毎目ト

マトだけで過ごすという悪夢であった｡

シンポジウム

この国際シンポジウムは,ソ連科学アカデミｰ,ソ連

地質省,環太平洋エネルギｰおよび鉱物資源協議会,米

地質調査所の主催で1989年9月2目から9月7目まで開

催された｡初日のオｰプニングセッションから始り,テ

クトニクス,海洋地質,鉱物資源,燃料資源,クロｰジ

ングセッションと日替りメニュｰの毎日だ｡参加者は約

230名｡ソ連(約150名)を中心にアメリカ,日本,中国,

韓国,北朝鮮,ラオス,ベトナム,シンガポｰル,オｰ

ストラリアなど環太平洋諸国から人々が集まっている｡

講演は,英語もしくはロシア語で行われ,それぞれを通

訳が同時通訳してゆく｡ソ連の地質屋は当たり前とし

て,中国･北朝鮮･ベトナムといった国六の各講演者が

流暢たロシア語で話すのには仰天した｡たるほど世界に

は東と西があるのだたあと,心から実感した｡

講演は朝8時から始る｡これは,普通の様でふつうで

はたい｡ハバロフスクは日本の神戸などとほぼ同じ経度

にあり,目の出,目の入りがほぼ同時刻であるにもかか
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わらず,時差が2時間ある｡朝7時起床で8時に食事,

9時にシンポジウム開始ということは,日本でいえば5

時起床,6時朝食,7時からお仕事と同じ感覚になる｡

目の出の前に目を覚まし,寝ぼけているうちに朝食だ｡

シンポジウムが始っても目もとバッチリとはほど遠い顔

をしている｡これで講演とポスタｰセッションが夕方7

時まであるので,かたりの難行苦行である｡

講演の内容は,北西太平洋地域のテクトニクスや燃料

･鉱物資源に関するものほかりで,お互いに近接した地

域だけに発表内容に関心が強く,しばしば議論が白熱し

た｡とくに,アメリカ人が発表するアラスカの地質や構

造発達史にはソ連の研究者の噛みつかんぱかりの反論が

あり,領土間題が尾をひいているのだたあと議論の根の

深さに思いをはせた｡

ソ連の発表者は極東における付加テクトニクスやそれ

に関係した資源の話をして,私たちを驚かせた｡ソ連の

学者はプレｰトテクトニクスに対して懐疑的だと一般に
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写真1シンポジウムのオｰプニングセッションの開かれた会場

信じられていたからだ｡しかし,予想に反して講演でも,

ポスタｰセッションでも,ソ連の研究者の話は日本やア

メリカで議論されているのとさして変らない“付加テク

トニクス"だ｡しかも,放散虫化石で細かく地質時代が

決められている｡｢ずいぶん研究が進んでいるぞ｡情報

が入ってこたいだけたんだなあ｣と思ったが,その理由

はすぐ“分った｡ソ連の研究老からもらった沢山の研究論

文がすべてロシア語で,たあんにも分らたい｡この発音

するのも困難た言葉はどうにかたらないものだろうか｡

各国の研究者の講演には国情が反映している｡日本や

アメリカの研究者のスライドはカラフルでとてもきれい

だ｡反対に,ソ連･中国･北朝鮮のスライドは文字ばか

り多いし,暗くてモノトｰンときている｡特に,北朝鮮

の発表は見事で,30分の講演時間をたった1枚のわらぼ

ん紙で済ました｡このわらぼん紙をOHPで無理やり透

かして見せるのだが,タイプした文字だと全く読めな

い｡双眼鏡で覗くと,消しゴムで必死に消したのか欠き

た穴が開いていて,その上をピップエレキバンくらいの

ちいさた紙片で貼ってあるのがみえる｡聴衆は初めもL

くは途中で退席しまい,ほとんど残っていたい｡私は社

会勉強にと最後まで観察させてもらった｡

シンポジウムの問いろいろだイベントが企画されてい

て,ソ連のすごい歓待ぶりをうかがわせる｡初目には,

バスでの市内観光と船によるアムｰル川の遊覧があり,

夜はレセプション｡ツソポジウムの後半には地質博物

館,自然史博物館およびテクトニクス地球物理研究所の

見学があった｡しかし,圧巻だったのは,第2日目の夕

方に研究所の講堂で催された観劇である｡私たちが,バ

スを降りるやいたやケバケバの化粧をした娘たちがキャ

ッホｰと奇声を上げながら,研究所の入口を飛び出して

きた｡その姿は,街やホテルで党かげる無表晴なロシア

人とは全く違っていた｡ペレストロイカでこのような劇

が自由に出来るようにたったと劇中で言っていたが,ま

写真2シンポジウム会場(中央の低い建物)

だ自由に慣れていたいのだろうか,ふざげかたが常軌を

逸していてどこか気持ちが悪い｡異常た笑いとそれをム

スッとして無言で見ているロシア人研究者のコントラス

トがとても不気味だった｡

ハバロフスク市内

シンポジウムの前後や途中,あらゆる機会を利用して

街の中を歩いた｡シンポジウムの初目にバスで市内を一

巡りしたので大体の土地勘は出来ていた｡ハバロフスク

市街は人口の割にこじんまりとしている｡市内を歩いて

も,別に殺し屋がいっぽいいるようでもなく,ブスぱか

りというわげでもたさそうだ｡きっと,私に釣りあった

美女がいるに違いたいと心をときめかせて歩いた｡

ホテルからシンポジウム会場まで徒歩で約20分｡この

間にデパｰトやみやげもの屋,食堂に本屋さん,なんで

も揃っている｡街頭では食べ物や衣類を売る人の周りに

人垣ができている｡普段はそうでもたいが,たばこや安

い衣類を売り始めると,我先に人が集まり人垣どころ

か,人序が団子にたってしまう｡デパｰトではフランス

写真3ハバ目フスク地質博物館の展示室
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の香水を売り出した途端,ハバ回フスク中のオバタリア

ンが集まったと思えるほどの騒ぎになった｡何を売って

るのかなど,面白半分に覗いた私は無残にも弾き飛ばさ

れてしまった｡

市内で売っているものは,円に換算すると一般に高

い｡交換レｰトと実勢が異たる為だ｡高い上に,これは

素敵だと思うものが少ない｡電気製品･日用品どれをと

っても日本のものには叶わない｡但し,本や地図は安

い｡巨大た地図が60円位だ｡みやげものは,外人専用の

店で買う方が安いし,品物が豊富だ｡この店やホテルの

だカ}で唯一アルコｰルのあるバｰだとは円かドルで支払

わなくてはたらない｡したがって,せっかく両替したル

ｰブルがほとんど使えたい｡財布からは円ばかり減って

ルｰブルが残る｡この感じを,ルｰブル微山感という｡

市内を歩いてもたいして危険た目には会わたいげれど

も,昼間からしばしば変た若者に付きまとわれる｡とく

に,ホテルの周囲でその傾向は顕著だ｡彼等はLはLは

日本語を流暢に操り,時には親切にカメラのシャッタｰ

を切ってくれる｡そして最後には,決まってr外国タバ

コを買ってきてくれ｡高く買い取るから｡｣といってく

る｡ときに留学もしたことのあるような高学歴者のこの

ような生活がとても哀しかった｡

シンポジウム会場からすこし行ったところに市場があ

る｡市場は朝がいいと聞かされて,朝早く出かける｡丸

くて緑で縞模様のないま頗げたメイガが沢山並んでい

る｡胡瓜に茄子も日本のものよりすこL大きめだが日本

で馴染み深いものだ｡野菜や果物の種類は実に豊富だ｡

ホテルのレストランではトマトどしゃが薯,肉と鮭が毎

日繰り返され,私はソ連にはこれだけしか食べ物がない

ものと信じていたので大変驚いた｡ホテルのコックさん

1990年2月号

もたまには市場に買物にきてほしいたあとしぼしぼやい

た｡

市場にこれだけ食べ物があるのだから,魚市場はもっ

と楽しいだろうと地図を頼りにでかげた｡しかし,地図

がおかしいのか,頭がおかしいのか,たかたかたどり者

かたい｡近所の子供たちに魚の絵を描いて道を尋ねる

が,｢きゃはっはっはあ一｣と笑って逃げまわるぱかり

だ｡絵心のわからたい子供たちだ!と,今度は道行く人

に次々と尋ねるが,わからない｡いったいどれほどの人

に尋ねただろう｡もしかして,ソ連では魚の形が四角な

のかも知れたい｡と思い悩みはじめていると,一人の老

女がやっとわかってくれて魚市場の場所を教えてくれ

た｡人生経験が豊富でいろいろた形の魚を知っていたに

違いたい｡ともかく,魚市場に着いた｡夕方のせいか鮮

魚はたく,缶詰か干物ばかりだ｡たかでも缶詰がやたら

と多い｡一つのスｰパｰマｰケットくらいの広さの建物

にピッシリ並んでいる｡どれ1つおみやげに買って帰ろ

うとあれこれ見て回っているうちに,奇妙たことに気が

付いた｡どの棚をみても缶詰の種類にほとんど変化がな一

い｡同じ種類の缶詰がたんども繰返して並んでいる｡広

い建物に数種類の缶詰がずらっと茸んでいる様を見て唖

然として帰った｡

ハバロフスク周辺の地質その且

今回ソ連とりわけこのハバロフスクを訪れた最大の目

的は,日本の地質とくに私が長年調べている岐阜県周辺

(美濃帯)とよく似た地質体･地層をみることだ｡そのチ

ャンスは思っていたよりずっと早くやってきた｡シンポ

ジウム初目･アムｰル川遊覧の船を待つ問30分の時間が�
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あった｡･私はぽうっとアムｰル川を眺めていたが,名古

屋大学の小嶋智氏が向うにみえる露頭を見に行こうと言

い出した｡小嶋氏は私と同じ美濃帯を研究Lているぱか

りではたく,ハバロフスクと国境を隔てた中国側の地層

も研究しており,ハバロフスクの地質には人一倍興味を

持っている｡二人は連れだって露頭に向かった｡しか

し,私たちはこのときうしろをそっとついてくる人影に

まだ気がついてはいたかった｡

展望台の真下に露出するその石は紛れもなく,チャｰ

トだった｡赤褐色や灰色を呈したその石は,私たちが長

良川や木曾川で見慣れた層状チャｰトそのものだった｡

こんたに早く会えるたんて夢の様だ｡きっと地質時代も

日本のものと近く,二畳紀か三畳紀だろう｡そう思うと

やもたてもたまらず,いそいでビニｰル袋を取り出し集

めた石を入れた｡

ああハバロフスクに来て良かった｡小嶋氏と手を取り

あって喜んでいると,うしろから髭をたくわえた外人が

日本語で話しかけてきた｡｢ああ,それ三畳紀中期のチ

ャｰトですね｡日本とそっくりでしょ｡｣声の主はフラ

ンス人のM.Faure氏であった｡彼は日本で長く研究

し,日本の地質に詳しい｡このハバロフスクにもすでに

一年前に来ていてこのチャｰトについてもすでに調べて

いた｡感動の涙はずっと引き,ついでに血の気もひいて

きた｡｢そっそうですね｡日本にそっくりですね｡ハハ

ハ……｣と力なく笑ってその場をごまかした｡

ハバロフスク周辺の地質その2

9月7日のシンポジウム終了後,ハバロフスク郊外の

地質巡検に行くことにたっていた｡ただし,どこに何を

見に行くのか事前になにも知らされていなかった｡この

ようにスケジュｰルが前もって知らされないのはこのシ

ンポジウムでは日常茶飯事だったのであまり気にしては

いたかった｡これが思わぬ不幸を招くとは,私にはまっ

たく思いもよらたかった｡

そもそもこの9月7目の巡検は,あまり興味がたかっ

た｡翌日には今回の訪ソのメイソイベ1■ト,アムｰル川

流域の地質巡検が始る｡そこで,美濃帯そっくりな地層

がたっぷり見られるし,そこで沢山試料を取って研究し

ようと張り切っていた｡今日はどうせハバ回フスク郊外

のチソケた露頭をちょ二と見にいくんだろうぐらいに考

えていた｡だから,シンポジウムに出席した服装のまま

できたL,試料を入れるビニｰル袋や予備のフィルムは

みんたホテルに置いてきた｡

ところがどうだろう｡私たちを乗せたバスは,どんど

ん走って明日訪れるはずだったアムｰル川の大露頭へや

って来てしまった｡どうも予定を変更して明目見るはず

だったこの露頭を今日見て,明目からはアムｰル川の蓬

か上流で美濃帯の地層とは全く違ったタイプの地層を見

にいくらしい｡たったっ大変だ｡今日一目で私がソ連を

ハバロフスクを訪れた目的の大半が終ってしまう｡今日

のこの目のこの露頭のために日本から持ってきた有り余

るほどのビニｰル袋やフィルムはホテルに置去りにされ

ている｡そればかりではない｡この露頭の詳細なスケッ

チが乗っている案内書も明目に備えて,ホテルのテｰブ

ルに開いたまま放置されている｡私はあわてて小嶋氏の

もっている案内書のスケッチを写し取ったが,あとはた

すすべもたく,ただ浩然と立ちつくした｡

私は巨大た絶望の中にいた｡案内者の声が遠くで響

く｡足取りは重く,まるで進まだい｡金縛りにあったよ

うだ｡こんたことではいげたい｡わたしは地質屋だ｡そ

う思い直して,思いきり力強く一歩を踏み出した｡びり

一っ!欠きた音がして私のズボンが裂けてしまった｡

地質ニュｰス426号�
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写真4ハバロフスクコンプレックスの層状チャｰト(宥下は,

地調角井氏)

写真5ハバロフスクコンプレックスのメラニンジ(泥岩基質に

砂岩･珪質頁岩･チャｰト･玄武岩の岩塊を含む)

金縛りにあっていたのではたく,落ちていた針金にズボ

ンがひっかかっていたのだ｡シンポジウムの服装のまま

上等た恰好で歩いていた私は無残たまでに落ち込んだ｡

この日の案内者は,テクトニクス地球物理研究所のポ

リス･ナタｰリソ氏とセルゲイ･ジャブレフ氏である｡

彼らは,このハバロフスク郊外の鉄橋附近に露出する地

質体をハバロフスクコンプレックスと呼んでいる｡岩相

･構造･地質時代は詳細に調べられており,案内書を読

んだとき,この地層は私たちが日本でとりわけ美濃帯で

みている地層によく似ていると思った｡露頭で観察して

みて,その感を一層強くした｡赤褐色の層状チャｰト,

赤褐色ないし灰緑色の珪質頁岩,泥質基質にチャｰト･･

珪質頁岩･玄武岩のブロックの入ったメランジ｡どれも

私たち日本の地質屋にお馴染みのものぼかりだ｡地質時

代もたいそうよく似ていて,チャiトは三畳紀中一後

期,珪質頁岩はジニ･ラ紀前一中期の花石を産する｡少し

違うのは,珪質頁岩やチャｰトに赤褐色の部分が多いこ

とと,メラソジの変形がやや強いことぐらいだ｡｢この

1990年2月号

写真6アムｰル川巡検のとき乗った船

地層は日本のものとそっくりだ｡｣と私がいうと,横で

アラスカの研究者が｢いやいやアラスカの方がそっくり

ですぼい｡｣と高い鼻をひくつかせて威張っている｡私

は鼻の高さではかたわたいので,精一杯鼻の穴を広げて

｢ぜったい日本の方が似てるってぼ!｣と頑張ったが,

所詮環太平洋の地質はぐるりよく似ている｡

アムｰル川の川下り

シンポジウムの全目程が終了し,9月8日から9月11

目までアムｰル川流域の地質巡検にでかけることにたっ

た｡ハバ貝フスクから大きな船で250㎞ほど北上し,ポ

ロソ湖の周辺で中生代のアムｰルコ1■フレックスの砂岩

泥岩互層や新生代の火山岩を見る予定だ｡

ふつう4日間の巡検というと大した物でいろいろた地

層や岩石を憶えきれないくらい見せられるのだが,この

巡検は実におおらかで,行きに1日帰りに2目かかる｡

つまり中身がユ目で旅行日が3目だ｡アムｰルの流れは

ゆったりとしており,私たちを乗せた船はその流れに身

を委ねるようにしてゆっくりと進んで行く｡

ハバロフスクを離れてしばらくゆくと,昨日訪れた鉄

橋の近くのハバロフスクコンプレックスの露頭がみえ一

る｡｢ああ,あの美濃帯そっくりの地層ともお別れだ｡

ズボンを破いたあのにっくき針金はあのへんだったかた

あ｡｣と胸の奥から不思議な感慨が沸いてきた｡と,そ

のときだ｡すれちがった巡視艇が突然Uタｰンして猛ス

ピｰドで私たちの船を追ってきた｡シベリア鉄道を無断

で撮影していたのがいけたかったのだろうか｡巡視艇の

上にそびえる機銃が不気味に光っている｡恐ろしい,し

かし面白そうだ｡私はとっさにカメラを構え,巡視艇に

向けた｡写したい,でも撃たれては大変だ｡そうだ!

私は目の前でポｰツと立っている角井氏の後に隠れてシ

ャッタｰを押した｡彼のお腹たら絶対弾丸を通しそうに�
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なかったからである｡この巡視挺は私たちの船をハバロ

フスクの郊外まで見届けるとなにごともたかったように

姿を消した｡

アムｰル川の晩餐会

巡検第1日目は,結局第1番目の露頭までたどり着か

ず夜を迎えた｡船はその欠きた船体を直接川岸に乗り上

げ,船員たちは舳先から投げ出したロｰプを近くの木に

巻きつけた｡私たちは目が沈みかけた川岸に降り立ち,

巡検案内者に促されるまま近くの広場まで歩いた｡

rさあ皆さん今田は巡検第1夜です｡素晴らしい晩餐

会を用意しました｡腕によりをかけて頑張ってくださ

い｡｣とアナウンスがあった｡“腕によりをかけて作りま

した"の間違いだろうと通訳に尋ねようとしたとき,突

然私たちの目の前に1匹の大きな鯉が差し出された｡10

数kgはあろうかという大物だ｡rさあ10人に1匹ずつだ

よ｡あとはトマトが10個にじゃがいもが10個,たまねぎ

3個だ｡みんた頑張っておいLいスｰプをつくろうね!

どこのチｰムが上手がなPもうすぐ目が暮れるよ｡さ

あ,作った作った!｣

うわあ大変だ｡たんという晩餐会だ｡自分たちで作れ

だなんて!……と文句を言っている暇はない｡本当に目

が暮れかかっている｡私たち日米共同チｰムは,さっと

魚をつかむと川岸の即席また板に向かった｡まず近くの

おっさんのやり方を覗ぎみで勉強をする｡ふむふむ,ウ

ロコを取って内臓を取り出すのか｡地質屋も料理ぐらい

できないといけたいんだたあと,目からウ回コが落ちた

が,魚のウロコはいっこうに取れない｡包丁片手にえい

っえいっえいっとやってみるが,ウロコは逆立つだけで

いっこうに剥がれてくれたい｡みかねた角井･小嶋･岡

村の各氏に包丁を取上げられて,私はアムｰル川で魚を

洗う係を命ぜられた｡夕闇に沈むアムｰル川｡その河畔

で;魚を洗う美男｡実に絵になる風景であった｡

この広場はやぶ蚊のお宿で,まほたきする間に数10匹

のやぶ蚊に取りつかれる｡しかもこいつが実に可愛くな

い奴で,ズポソの上からでも刺すし,刺されるとメッチ

ャンコに痒い!包丁を持つ人は慈善的献血者で,追払

うこともできずに体のあちこちがみるみる膨れてくる｡

特においしい角井氏は首のくびれが見えなくなってい

る｡可愛想なので,右の類の蚊をペシッと叩いてやると

左の類もやってくれと差し出してくる｡なるほど彼はイ

エスの教えをよく理解している｡

目がとっぶり暮れた頃やっと念願のスｰプにありつげ

た｡暗くて何が入っているかわからたい様たスｰプだ

が,暖かくておいしい｡あちこちのグルｰプを回ってス

ｰプを御馳走にたり,ウォッカを飲み,談笑しているう

ちに,どこからともたく美しい歌声が聞こえてきた｡中

国語のテノｰルだ｡これをきっかけにロシア人の大合

唱,アメリカ人のコｰラスと,各国の歌合戦となった｡

日本人も負けてはいげたいと,小嶋氏を中心に唱歌に演

歌,フォｰクソ1■グ,民謡と声を張り上げて歌った｡そ

のうち歌詞がわからたくなったが,どうせ日本語なんか

分るまいと｢でったらめ一のうたあ一だよおおん｡とお

せ一だあ一れもわっかりゃせ一ん一一!｣とめちゃめち

ゃた歌詞でがたりたてた｡しかし,日本の歌ばかりでは

どうも浮いてしまう｡アメリカグルｰプを引きこむ為

に,アメリカの歌に挑戦した｡受けをねらった“10人の

インディアン"の替え歌“10人のジオロシスト(地質学

者)"が大受けした｡“One1itt1eTwo1itt1eThree1i七

t1eGeo1ogists……"と歌う私たちに,環太平洋の地質

学者やその家族が加わり大はしゃぎで大合唱とたった｡

次は10人のMicropa1eontogists(微古生物学者)にしまし

ょう!いやStructura1geo1ogistsだ!とたいへん

た騒ぎだ｡ウォッカが底をつき声もかれ果てた頃,やっ

と宴は終った｡

普通たらここで心地よい眠りにつくはずであったが,

写真7アムｰル川巡検第1夜の晩餐会にて.中央が,シンポジ

ウム事務局長のyrublevsky氏(テクトニクス地球物

理研究所),右手が神谷氏(地調),左手が著者

地質ニュｰス426号�
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そうはいかたいのが回シアの風習が｡船に戻ったとたん

｢おおワキｰタここにいたあるか｣とウォッカを振りふ

り現れた大男2人に呼び止められた｡シンポジウムで知

合った沿海州の地質の研究者たちだ｡誘われて彼等の部

屋にいくとロシア語の論文片手に沿海州の地質の説明が

始まった｡彼等は多くのロシア人の御他聞に洩れず,英

語がほとんど話せたい｡｢Thisis一･･a……map･･

Of…mememe……｣と一言話し始めるとすぐ言葉

に詰ってしまう｡こちらが黙って待っていると永遠に詰

っているので｢もしかして㎜elange～｣と聞くと｢ダア

ｰ(そうやんけ)｣とロシア語が返ってくる｡｢Thisischa

chacha……｣｢おもちゃのちゃちゃちゃっ?｣｢ニェッ

ト(ちゃうがなあ)1｣｢Chert?｣｢ダアｰ1ワキｰタ｡

ぐれ一と,ぐれ一と!｣と,いった会話が続く｡一通り

論文の説明が終った頃,ウォッカの勾いをかぎつけた人

六が集まってきて,狭い船室は一杯にたった｡残り僅か

にたったウォッカを分けあって,ギタｰに合せて,歌い

踊り,大騒ぎだ｡私も例によってでたらめた歌と踊りの

オンパレｰド｡｢ワキｰタ,ワキｰタ｣の大合唱がおこ

る｡う一む,意外なところで受けたた｡こりゃ講演より

評判カミよいかもしれん｡とひとりごちて自室に戻ったと

きは3時半を回っていた｡

アムｰルコンプレックス

翌日目を覚ますと,船はもう別の場所に接岸してい

た｡霞んだもやの向うに縞状に重なりあった岩石がみえ

る｡アムｰルコンプレックスの砂岩泥岩互層である｡私

たちは今目一日おもにこの地層を観察するわけだが,こ

の露頭自体は説明されることなく,私たちは別の小舟に

1990年2月号

乗換え,ボロン湖畔の露頭へ向かった｡小舟に乗って気

付いたことがある｡前夜一緒に夜中まで飲み騒いだ連中

が一人も乗っていない｡地質の見学は今日一目である｡

今目見たければ何をLにきたのかわからたい｡そう考え

てハタと気付いた｡彼等は晩餐会とウォッカが目的でこ

の巡検に参加したんだ｡この日夜にたってそっとバｰを

覗いてみると,案の定彼等はウォッカを囲んで談笑して

いる｡う一む,大変た連中とつきあってしまった｡後悔

してももう遅い｡私は一日ずきずき頭で巡検地を巡っ

た｡

この巡検の案内者は,ハバロフスクの時と同じポリス

･ナタｰリソ氏である｡彼は構造地質学が専門で,今冒

の最初の露頭であるボロ:■湖東岸の砂岩泥岩互層におい

て摺曲構造やそれに伴う小構造について詳しく説明Lて

くれた｡この地層はしばしば閉じた摺曲をしており,全

体として単斜構造をしている｡地質時代は所六から産す

るイノセラムスで白亜紀とされている｡日本でいえば,

四万十層群であろうか,はたまた和泉層群が｡いずれに

しても単調た地層である｡

再び小舟に乗って,ポロ:/湖の中央に浮ぶ小さな島に

向かった｡ここで新生代の火山岩を観察した｡この火山

岩は絡麗なかんらん石や日本では見ることの出来たい白

榴石を含む玄武岩ということで,私は専門でもたいのに

一生懸命石を採取Lた｡ああ,せこい!

昼食のために母船に戻ったのは3時を回っていた｡満

腹してごろごろしていると,5時から次の露頭に行くの

でまた小舟に乗れというアナウンスだ｡最後の露頭はア

ムｰル川の東岸でここでもやはりアムｰルコンプレック

スの砂岩泥岩互層だ｡午前中の露頭と大差たく,う一む

やっぱり互層は互層だ,御馳走とはちょと違う……た

どと,夕食のことを考えているうち,日が暮れてきた｡

アムｰル川の川上り

翌日まだ夜も明けぬうちに船は岸を離れた｡朝焼けが一

川面に,そして雲に映え,あたりは次第にピンク色に染

まっていった｡川面にたちのぼるもやは幻想のたかへと

船を誘い,私は陶酔のひとときを過ごした｡私たちの船

はハバロフスクに向かってこのもやの中をゆっくりと遡

りはじめた｡

朝食を済ませたあと,10時から一番上のデッキにある

会議室で,巡検の反省会が開かれた｡司会者が｢この巡

検について議論しましょう｣と提案Lたにもかかわら

ず,議論はすぐ北西太平洋周辺のテクトニクスヘ向かっ

た｡国境で地質が途切れるわげでもたいのに,中国とソ

連,ソ連とアメリカというぐあいに,隣り合った国同志�
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脇田浩二

写真8アムｰルコンプレックスの露頭を説明する案内老のナ

タｰリソ氏(中央)テクトニクス地球物理研究所

で激論になる｡日本の小嶋氏のように複数の国を研究

し,広い視野をもった人間が貴重である｡

単に見解の相違ぼかりではたい｡しばしば,話の土俵

が全く異なる場合がある｡シンポジウムの期間中はソ連

の学者も付加テクトテクスを議論していると感動したも

のだったが,ここへきてシンポジウムで話をした人々が

マイナｰで実は多くの研究者が地向斜にひたひたと地層

が貯まって行くイメｰジを引き摺っているらしいという

ことがわかってきた｡土俵の異なる議論はついに実りあ

るものとはならたかったが,中国やソ連の研究者の生の

声がよく分って楽しかった｡

午後は小嶋氏と誘いあわせてナタｰリソ氏の部屋を訪

れた｡そこでナタｰリソ氏やジャブレフ氏からハバロフ

スク周辺や極東地域全体の地質と研究現状を聞くことに

した｡ナタｰリソ氏は先に述べた“わからんちん"とは

異なり,世界の研兜の現状にも詳しく非常に博学であ

る｡彼の説明する極東の地質は私たちにも分りやすく,

かつ新鮮であった｡ジャブレフ氏は,走査型電子顕微鏡

もたく世界各国の論文も手に入れ辛いにもかかわらず,

極東地域で放散虫化石の研究をしている｡私たちは,こ

の巡検で観察した露頭はわずかだったが,彼らとの議論

を終えたとき本当に来て良かったと思った｡

船は早朝ハバロフスクヘ着いた｡ホテルで預けた荷物

を受取り,さあ飛行場へ向かおうかというとき,角井氏

が｢おみやげ買っていかたくちゃ!｣と騒ぎ出した｡何

を言っておる｡私だんぞは,山のようにおみやげをもっ

ているぞ｡カフェでちょろまかLた角砂糖,行きのアエ

ロフロｰトでの昼食のスプｰン,市場で買ったアンコウ

型のじょうろたどたど･一･｢そりゃ,ワキタさんは遊び

まくったからだよ｡私だんぞはシンポジウム会場で一言

一句を聞き逃さたいようにしていたから,まだ何にも買

ってないよ一一｡｣なっなんと本当におみやげをもってい

写真9アムｰルコソフレックスの砂岩泥岩互層

写真10アムｰルコンプレックスの砂岩泥岩互層(変形により,

砂岩は膨縮し,ときに,ちぎれちぎれになっている)

ない｡本当は会場の椅子に大きいお尻がはまったまま出

られたかったのだろうが,いいわけが可愛い｡可愛想た

ので一緒にみやげもの屋にでかけた｡出発2時間前のこ

とだった｡

さらばソ連,さらばハバロフスク

ツソポジウムそして巡検と青空に恵まれたが,帰る日

になってついに雨になった｡短い滞在だったが,いざ帰

るとたるとお名残り惜しい｡折からの雨でその気分は]

層強まった｡ハバロフスクの空も美男の日本人との別れ

に涙しているようだった｡

ハバロフスク空港は,帰りの乗客で溢れている｡私は

背中に背負った6.5kgの岩石試料が無事税関を通過する

かしらん,と心配Lていた｡ソ連から許可たく岩石は持

帰れたい｡私はシンポジウムの組織委員会に再三許可証

の発行を申し出たが,いまだにもらっていたい｡税関に

連絡しておくからという組織委員会の言葉だけが頼り

だ｡税関が開いて,列が動き始めた｡私が通りかかると

地質ニュｰス426号�
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突然荷物をおいて左に寄るように指示された｡しまっ

た｡もうだめだ｡美濃帯そっくりのこの石たちとここで

お別れしなくてはいげたい,そう思った｡次の指示がな

いまま,数分が経った｡rあのう,これからどうすれぼ

よろしいんで?｣おそるおそる尋ねてみた｡｢えっ?通

っていいよ,左から｡｣とそっけたく言われた｡そうか

私のところから係官が左右二人にたったんだ｡私の大切

な石とその持主はそのまま何事もたく,税関を通り抜け

た｡

帰りの飛行機は案の定目ツア料理の昼食を積んでい

た｡r今日でおわあ一がれね｡もう会えたあ一い｡｣と口

ずさみながら｡飲み込むように平らげた｡眼下には,雲

がたちこめ,何も見えない｡どこまでソ連で,どこまで

日本たんだろう｡そう思ってはてしのない雲の原をみて

いると,本当に国境たどないように思えてきた｡そう

だ,私は何をみてきたのか｡日本の美濃帯や四万十帯の

地層そっくりた地層を沢山見てきたではたいか｡地質に

は国境などないのだ｡たゆとう雲はそう私に語りかげて

きた｡

エピロｰゲ

我が家へ戻ると御馳走が待っていた｡

｢わあ一!刺身だあ,焼焦だあ｡こっこれ,もしか

してみそしるじゃない?なっつかしいたあ｡えっ,う

っそう!白米じゃん!｣

た一いやひらめが舞い戻り

ただ放つかしくうれしくて

目一にも止まらぬ食べ方だ!

r日本はやっぱり豊かた国だなあ｡食べ物は豊富だ

し･私に釣り合った美人もいるし,……｣,と振向くと,

わが妻は｢釣り合ってません!｣と目を釣り上げて,返

す言葉で,｢おみやげは?｣と聞いてきた｡

｢いやあ,アメリカと違ってソ連は物がたくてねえ,

ほら,ソ連のカフェで残した角砂糖｡こっちがアエロフ

目一トの昼食のナイフとフォｰク｡こっこれたんかど

あPアソコｰ型のじょうろ｡たれたお髭が可愛いでし

よ!｣

rさっき小嶋さんの奥様から,毛皮の襟巻をおみやげ

に貰ったってうれしそうな電話があったわよ｡｣

｢えっ?えりまきアあったかたあ?そりゃあエ

リマキトカゲの置物のことだときっと｡｣

と,あれこれ言い訳している先から料理が次六と片付

けられてゆく｡

r待て,まだハマチが,アマエビが･･…･｣

しばらくして台所から新しい皿がひとつやってきて,

ポソヅとテｰブルに置かれた｡

｢デザｰトよ!｣

置かれた皿にのっていたのは,真っ赤に熟れたあの

“トマト"だった｡
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